
 ･  

  

 
第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 

重点目標④ 特別支援教育の充実 

 
 一人一人の教育的ニーズを把握し、生活や学習上の困難 

を改善する適切な指導や必要な支援を行い、自立し社会参 

加するための基礎となる力を育成します。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点④ 特別支援教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－１ 校・園内特別支援教育推進体制の充実」 
 
 

１ 校・園内特別支援教育推進体制の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

特別な支援が必要な幼児児童生徒に対して、効果的な支援を行うための方策や組織を確

立します。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

(1) 校・園内体制の充実 

 学校・園では、特別支援教育コーディネーター（校・園内 Co）を中心に校・園内

委員会を位置づけ、特別な支援を必要とする幼児児童生徒に対応するために、支援体

制を確立しています。そして、一人一人の教育的ニーズに応じた支援や関係機関との

連携を行うために、校・園内 Co を中心とした支援体制の充実が図られています。 

平成２７年度の校・園内委員会（含事例検討会）の開催数は、全体で平均１３．７

回でした。定期的・計画的に開催し、具体的な支援内容について話し合われています。

また、日々の支援について学年等の少人数で話し合う機会が日常的に持たれており、

チームで考え合っていく体制が、少しずつ定着してきています。 

(2) 学校・園の支援力の向上 

校・園内 Co は、校・園内で支援を検討する際の中心的な存在です。保護者と相談

したり、他の専門機関の活用や連携を図ったりする役割を担っています。 

年に 3 回実施している校・園内 Co 担当者研修会では、校 ・園内委員 会 の 運営方

法 や 、 関係機関 と の連携方 法 等 の 研 修 を通し て 、 校 ・園内 Co の 資 質 向 上 を図っ

て い ま す 。今年度は、専門家からの助言を受けるだけでなく、校内で具体的な支援を

主体的に考え合う力を高めるよう実践研修として事例検討を行い、研修を深めました。  

また、特別支援教育実践研修会を開催し、本市の特別支援教育指導者養成講座を 2

年間受講した校内 Co が、自校の取り組みの実践発表をしました。このような市内で

実施されている充実した取り組みの発表は、各校で新たな取り組みを進める際の貴重

な参考事例となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組み指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（平成２７年度）（平成２７年度）（平成２７年度）（平成２７年度）    

校・園内特別支援教

育委員会（含事例検

討会）の開催数  

平均  

１１．８回／年  

平均  

１２．８回／年  

平均  

１３．７回／年 
年８回以上 年８回以上 年８回以上 年８回以上 

325 342 351 345

119 121 133 175

0

200

400

600

H24 H25 H26 H27

小学校 中学校

494 450 492 484

347 446 345 295

0

500

1000

H24 H25 H26 H27

小学校 中学校

特別支援学級在籍児童生徒数 
通常学級における発達障害児童生徒数（病院

や専門機関で診断されていない者も含む） 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点④ 特別支援教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－１ 校・園内特別支援教育推進体制の充実」 
 
 

個に応じた具体的な支援内容については、学校・園が、指 導 主 事 や 地域特別支援

教 育コーディネーター ※１（地域 Co） 等 を 活 用 す る こ と で 、 校 ・園内委員 会 の 活

性 化 を図り 、 組織的 な 対 応 に よ る 実 践 に つ な げ る よ う 努 め て き ま し た 。  

指 導 主 事 に よ る訪問支援や 、地域 Co（ 本 年 度 は 、小 学 校 ５名、中 学 校 ３名、 計

８名を配置 ）、 教 育支援課 ス ーパーバイザー ※２、臨床心理士 ※３ に よ る 学 校 ・園訪

問 を 、 の べ９２ ２回実施し ま し た 。  

小 学 校 に お い て は 、不登校リスク群児童や発達に 課 題 が あ る児童を観察し 、 担

任等 の面談 やケー ス 会議を通じて 、見立 て や支援に つ い て検討し ま し た 。  

中 学 校 に お い て は 、 全 校 に 年 ２回ずつ ス ーパーバイザー を派遣し 、支援が必要

な子ど も に 対 し て 、様々な観点か ら の 実態把握や個に 応じた支援の あ り 方 を検討

し ま し た 。児童生徒に つ い て の 理 解 や 効 果 的 な支援方 法 に つ い て 、 教 職 員 が 共通

理 解 を図り 、 組織的 な支援を 行 う こ と が で き ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育支援課臨 床心理士 及び教育支援課スーパーバイザー 

学校訪問回数と対象児 童生徒数（平成 2７年度） 

 のべ訪 問 回 数  のべ対 象 児 童 生 徒 数  

教 育 支 援 課 臨 床 心 理 士 （小 学 校 ） 29 64 

教 育 支 援 課 スーパーバイザー（中 学 校 ） 44 123 

合 計  73 187 

 

学 校 生 活 の 中 で 、 特別 な

教 育 的支援が 必要 な児童生

徒 に 対 し て 適 切 な 支援 が 行

え る よ う介助員 ※４・特別支

援 教 育 支 援 員 ※ ５ を 配 置 し

ま し た 。 イ ン クル ーシブ教

育シス テ ム ※ ６ の 構 築 に 向

け 、 特別支援 学級在籍児童

生 徒だけ で な く 、 通常の 学

級に在籍す る 児童 生徒への

早期支援 の 充 実 も求め ら れ

て い ま す 。  

786
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特別支援学級 介助員及 び特別支援教育支援 員 の配置  
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点④ 特別支援教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－１ 校・園内特別支援教育推進体制の充実」 
 
 

 (3)  通級指導教室の現状と課題 

  本年度、常磐小学校に通級指導教室（情緒等）が１教室増設され、発達障害と思わ

れる子どもたちへの支援の機会が拡充しました。 

しかし、発達障害と思われる児童生徒数の増加に伴って、情緒等通級の必要性が引

き続き高く、通級による指導が長期に継続するケースもある中、新たな指導が必要な

児童を受け入れることが、困難な状況にあります。 

   通級による指導を受ける児童生徒の支援を充実させるために、在籍校と通級指導教

室との連携を深める必要があります。通級指導教室での取り組みを教職員研修会で広

めたり、授業公開等の機会を通し、在籍校での支援について具体的に考えたりするこ

とにより、通常学級におけるユニバーサルデザインの授業づくりに取り組んでいます。 
      

            通級による指導を受けた児童生徒数（人） 

通級指導教室  H２４ H２５ H２６ H２７ 

言  

 

語 

中部西小 62（３） 67（３） 73（４） 75（４） 

桜   小 20（１） 24（２） 30（２） 35（２） 

富 田 小 18（１） 23（１） 27（１） 25（１） 

合  計 100（５） 114（６） 130（７） 135（７） 

情

緒

等 

桜   小 46（２） 31（２） 28（２）  27（２） 

内部東小 22（１） 21（１） 20（１）  27（１） 

富 田 小 18（１） 22（１） 23（１） 17（１） 

常  磐  小    14（１） 

小  計 86（４） 74（４） 71（４） 85（５） 

桜   中   ７（１） 13（１） 

合  計 86（４） 74（４） 78（５）   98（６） 

      ※（ ）内は、教室数   

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  障害者差別解消法 ※７の 施行 に あ わせ、 合 理 的配慮を十分 に 提供 で き る よ う 、

校 ・園内支援体制を 、一層充 実 させな け ればな り ません 。 校 ・園内 Co 担 当 者

研 修 会 を 実地研 修 と し 、入学前の幼児児童の観察に出向 き 、専門家 と子ど も の

実態把握を す る こ と に よ り 、 校 ・園内 Co の 資 質 の 向 上 を目指 し ま す 。  

 ○  学 校 ・園の支援力 の 向 上 の た め 、専門性 の 高 い巡回教 育相談 等 を 実施す る 体

制を維持す る と と も に 、 そ の た め の 人材育 成 に も 取 り 組 み ま す 。特別支援学 校

や 、発達総合支援室等 の 関係機関 と の連携を深め る と と も に 、 イ ンクルーシブ

教 育システムの構築に 向 け て 「 合 理 的 配慮 ※ ８」 等 に つ い て の 研 修 を 進 め ま す 。 

 ○  通級に よ る 指 導 を必要と す る児童生徒の増加 に伴い 、通級指 導 教室のニーズ

が 高 ま っ て い ま す 。通級に よ る 指 導 の機会 の拡大と 担 当 者 の 育 成 を目指 し ま す 。

ま た 、通級指 導 教室に お け る 指 導 実 践 を紹介す る こ と に よ り 、所属学級で あ る

通常学級に お け る子ど も た ち の支援に 生 かせる よ う に し ま す 。  
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点④ 特別支援教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－１ 校・園内特別支援教育推進体制の充実」 
 
 

◆  用語の解説  

 

※１【地域特別支援教育コーディネーター】 

特別支援教育の実践における資質や能力及び発達障害に関する専門的知識を有す

る小・中学校の教員を、四日市市教育委員会が委嘱する。幼稚園・小学校・中学

校の特別支援教育について助言・連絡調整を行う。 

 

※２【教育支援課スーパーバイザー】 

特別支援教育並びに発達障害に関する専門的知識・経験を有する者を、四日市市

教育委員会が委嘱する。市内全中学校に対して、年間各２回の継続的な巡回教育

相談を行う。 

 

※３【教育支援課臨床心理士】 

発達障害に関する専門的知識・経験を有する者を四日市市教育委員会が委嘱し、

市内小学校の不登校及び発達等の巡回教育相談を行う。 

 

※４【介助員】 

小学校、中学校の特別支援学級において、児童生徒が学校生活をする上で必要な

介助を行う職員。 

 

※５【支援員（特別支援教育支援員）】  

小学校、中学校の通常学級に在籍し、発達障害等により、生活や学習上の困難を

有する児童生徒に対し、必要な支援を行う職員。 

 

※６【インクルーシブ教育システム】 

人間の多様性の尊重等の強化、障害者が精神的及び身体的な能力等を可能な最大

限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能とするとの目的の

下、障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み。 

 

※７【障害者差別解消法】 

     平成 28 年 4 月１日から「障害者差別解消法」（正式には、障害を理由とする差別

の解消の推進に関する法律）が施行。この法律では、「不当な差別的取扱い」をし

ないこと、「合理的配慮」をすることが定められている。 

 

※８【合理的配慮】 

障害のある子どもが、他の子どもと平等に「教育を受ける権利」を享有・行使す

ることを確保するために、学校の設置者及び学校が必要かつ適度な変更・調整を

行うことであり、障害のある子どもに対し、その状況に応じて、学校教育を受け

る場合に個別に必要とされるもの。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点④ 特別支援教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－２ 早期からの一貫した教育支援システムの確立」 
 
 

 

２ 早期からの一貫した教育支援システムの確立 

◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  

特別支援教育推進協議会を中心とした関係部局の連携・協働による乳幼児期から学校卒

業後を見通した相談支援体制を強化します。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

（ １ ）早期か ら の途切 れ の な い支援の た め に  

四 日 市 市 特別支援 教 育 推 進協議会 で は 、子 ど も の 発達 の特 性 を早期に 正 し く 理

解 し 、就学 前 か ら園に お い て 、 関係機関 と 連携 し な が ら 、 適 切 な 支援を 行 っ て い

く こ と で 、 自 立 ・ 社 会 参 加 に 向 け て の可能 性 を 、 よ り拡げ る こ と が で き る と 考 え

て い ま す 。  

平 成 27 年 度 は 、本協議会 に お い て 、発達段階や障害の

状 況 等 に 応じた相談窓口及 び支援内 容 の概要が わ か り 、自

立 ・ 社 会 参 加 に 向 け て の支援の見通し が持て る よ う 「早期

か ら の途切 れ の な い支援の た め にガイドブック」を作成 し 、

関係機関 に配布し ま し た 。  

平成 27 年度末の小・中学校の相談支援ファイル作成数は

１２３８冊で、一人あたりの活用回数は３．７回となりまし

た。学校と保護者の間では年２．９回（最低でも学期に１回）

は活用されていますが、関係機関等での活用回数は０．８回

であり、取り組み指標の目標値、校内・関係機関等での活用

合計年５回を達成するに至りませんでした。 

相談支援ファイルを保有する児童生徒・保護者のニーズによ

って活用回数は様々ですが、関係機関との連携はさらに重要に

なってきます。そこで、学校や園には、研修会等でさらなる活

用を促すとともに、保護者向けチラシ「相談支援ファイル活用

Ｑ＆Ａ」を作成し、保護者にも、情報共有のためのツールとし

ての活用を働きかけていきます。 

今後は、相談支援ファイルの活用回数だけでなく、記入する

内容を充実させるため、個別の指導計画の作成や支援の手立て

について、さらに研修を進めていきます。また、中学校から高

等学校への支援の引き継ぎについて、北勢地区の高等学校を中

心に周知し、連携を継続していきます。 

取り組み指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

保 護 者 、 学 校 ・ 園 や 関 係 機 関

等 と の 間 で 相 談 支 援 フ ァ イ ル

を活用した 回数（一人 あ たり） 

平均  

３．３回/年 

平均  

3．５回/年 

平均  

３．７回/年 
年５回以上年５回以上年５回以上年５回以上    
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点④ 特別支援教育の充実 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－２ 早期からの一貫した教育支援システムの確立」 
 
 

（ ２ ）相談 事 業  

平成２７年度の新規来所相談件数は２１７件、来所相談回数は１７９９回でした。

平成２５年度から平成２６年度にかけて新規相談件数や来所相談回数は増加傾向にあ

りましたが、今年度は減少しました。【グラフ１】 

新規来所相談の内容で見ると、不登校相談の件数は昨年度と同数の９１件でしたが、

発達・障害に関する相談は 77 件で、昨年度から３９件減少しました。【グラフ２】 

発達・障害に関する相談が減少傾向になった要因の一つとして、学校で発達や障害

についての理解が深まり、適切に配慮や支援がなされたことが考えられます。また、

早い段階での教育支援課職員や地域特別支援教育 Co による学校への訪問により、適

切な対応をするための学校での体制づくりが進み、不適応を未然に防ぐことができて

きていることが推察されます。今後も、発達検査や保護者との面談を実施し、学校生

活の不適応改善をめざして学校と連携して支援を進めていきます。 

不登校相談を小中学校別の件数で見ると、中学生の相談は減少傾向にありますが、

小学生の相談は横ばい状態が続いており、不登校対策は継続的な課題となっています。

【グラフ３】 

不登校の来所相談児童には、プレイセラピーの次

のステップとして、適応指導教室「わくわく教室」

での活動を充実させていきます。また、不登校の未

然防止・早期対応のため、小学校への巡回教育相談

を行い、事例検討会等で教職員の力量の向上を図っ

ていきます。 

さらに、中１ギャップによる不登校を生まないた

めに、小学校と中学校の引き継ぎを綿密に行うこと

で、中学校で年度始めから一人ひとりに応じた具体

的な取り組みが進められるようにしています。 

（ ３ ）YESnet
イ エ ス ネ ッ ト

（ 四 日 市早期支援ネットワーク）  

YESnet は 、子ど も の心の病気の早期支援や よ り よ い回復 を目的 と し て 、医療

機 関 ・ 四 日 市 市 保 健所 ・ こ ど も未来 部こ ど も 保 健福祉課 発達総合 支援室・ 教 育委
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－２ 早期からの一貫した教育支援システムの確立」 
 
 

員 会 が連携し て 取 り 組 も う と 、 平 成 21 年 度 に設立 さ れ たネットワークで す 。  

YESnet 連絡会議を 年 間 １ １回開 催 し 、延べ ５８件の相談 や情報交換等 を 行 い

ま し た 。 ま た 、 学 校 か ら の電話相談 に 応じ た り 、直接関係機関 に つ な げ た り 、 保

護 者 の同意 を得て 事 例検討会 を 行 っ た り し ま し た （８件）。  

学 校 か ら の依頼を受け た 事 例検討会 で は 、管 理 職 や 担任、養護 教諭等 が 参 加 し 、

医療や 教 育 の 視点、 保 健 所 等 の福祉の視点 か ら 見立 て や 支援に つ い て検討し 、助

言 を 行 い ま し た 。 さ ら に 、 教 職 員 へ の出前 研 修 会 （ ２ 校 ） で は 、 子 ど も の 心 が不

安 定 に な っ た 時 は 、 ど ん な 状態に な り，ど の よ う な 支援 や 関 わ り が 必要 か 等 に つ

い て 研 修 を 行 い ま し た 。  

   ま た 、 中 学 生 に 対 し て 、 ス ト レス の 解消法 や リラクゼーション の 方 法 、相談 す

る こ と の大切 さ 等 に つ い て出前授 業 （ ３ 校 ） を 実施し ま し た 。  

今後も 市 内 の 小 ・ 中 学 校 で 「 こ こ ろの 健 康 」 に つ い て啓発 し て い く た め の 活 動

に 取 り 組 ん で い き ま す 。  

 

（ ４ ） 適 応 指 導 教室（ 小 学 生 対 象：わ く わ く 教室、 中 学 生 対 象：ふれ あ い 教室）  

両教室と も に 、不登校 児童生 徒の 学 校 復帰や 社 会 的 な 自 立 を 促 す こ と を目的 と

し て い ま す 。 一 人一人 の 子 ど も の 状態に 合 わ せ て 、個別支援方針を 立 て る と と も

に 、 セラピス ト や ス ー パ ー バイザー の助言 を得て 、 学 校 復帰を 図 る よ う に 支援 し

て い ま す 。  

「 わ く わ く 教室」 で は 、 小 学

生 を 対 象 にルールを守っ た り 、コ

ミュニケ ーション を 図 っ た り す

る 力 を 高 め る た め 、小 集 団 で子ど

も同士が 関 わ り あ え る 活 動 を 行

っ て い ま す 。ま た 、覚 え た り 、数

え た り す る 活 動 な ど を通し て 、学

習 の 基 礎 と な る 力 を伸ばす こ と

に も 取 り 組 ん で い ま す 。そ の 結 果 、

平 成 ２ ７ 年 度 は 、通級生 全 員 が 小

学 校 に再登校 で き ま し た 。  

「ふれあい教室」では、中学生

を対象に、生徒本 人 や 保 護 者 に 対 す る相談 活 動 及 び 学 習 や 運 動 、体 験 活 動 な ど の 集

団 活 動 を 行 っ て い ま す 。平 成 ２ ７ 年 度 は 、５ ３名が通級し 、通級生 や そ の 保 護 者 、

在籍学 校 の 教 職 員 と延べ １ ７ ３ ３ 件 の相談 を 行 い ま し た 。 そ の 結 果 、 ７ １％の 通

級生 が 学 校 復帰し ま し た 。特に 、 中 学 3 年 生 は 、在籍学 校 と連携し な が ら 進路指

導 を 行 い 、 進 学希望の 通級生 の９０％が 高 校 に 進 学 し ま し た 。 し か し 、 学 校 復帰

率 は 連続で 下 が っ て お り 、不登 校 の長期化 が 課 題 に な っ て い ま す 。 学 校 や 家 庭 、

関係機 関 と 連携 し な が ら 、個別 の 支援方針の 確 認 や 見直 し を 行 い 、早期 の 学 校 復

帰支援を目指 し ま す 。  

ま た 、不登校 の未然防止・早期対 応 の 取 り 組 み と し て 、 全 小 中 学 校 を訪問 し 、

児童生徒が登校 を継続し て い く た め 、「不登校 小 中連携シー ト 」や「欠席 3 日目シ

ー ト 」を 活 用 し た支援に つ い て確認 し ま し た 。ま た 、「欠席 3 日目シー ト 」を作成

適 応 指 導 教 室 通 級 生 と学 校 復 帰 率適 応 指 導 教 室 通 級 生 と学 校 復 帰 率適 応 指 導 教 室 通 級 生 と学 校 復 帰 率適 応 指 導 教 室 通 級 生 と学 校 復 帰 率     
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－２ 早期からの一貫した教育支援システムの確立」 
 
 

し た児童生徒を 対 象 に 、ケー ス検討会 を 行 い （希望校 の べ 12 校 ）、 そ の 結 果 、 そ

の 小 学 生 の９１％、 中 学 生 の ７９％が登校 を継続し て い ま す 。  

ふれ あ い 教室で は 、不登校児童生徒

支援ボラ ン ティア （ ふ れ あ い フレ ン

ド）が 、児童生徒の登校や自立に向け

た支援をしています。年齢が近いふれ

あいフレンドとともに勉強や運動に取

り組むことで、通級生の活動意欲と社

会性の向上がみられました。また、学

習や運動場面だけでなく、昼食や清掃、

他の児童生徒との会話の仕方など、日

常場面でのモデルとなっています。ふ

れあいフレンドの家庭への派遣は、学

校や適応指導教室へつなぐことを目的

に、家庭訪問して話し相手や遊び相手

になる活動です。平成２７年度は、家庭派遣の希望は３件ありましたが、条件があわ

ず２年続けて派遣することができませんでした。 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 就学前から進学・就労先までの引継ぎがスムーズに行えるように、保護者・園・

学校等への相談支援ファイル活用の啓発を進めるとともに、高等学校や就労先等へ

の引継ぎにも活用されるよう、働きかけを継続していきます。また、相談支援ファ

イルの書式については、保護者や学校が記入しやすいものになるよう、見直してい

きます。 

○  相談 の 主訴に 適 切 に 対 応 し て い く た め に 、不登校 や 問 題 行 動 な ど の背景や要

因を 的確に つ か め る よ う 、相談 員 の専門性 向 上 に 努 め て い ま す 。 ま た 、 学 校 ・

園、 スクールカウンセラー 、 関係機関 等 と の情報交換を密に し 、 学 校 ・園で の

具 体 的 な支援に つ な が る よ う 、連携を図り ま す 。  

○  不登校相談 で は 、子ど も の 状態に 応じて 、プレイセラピー や 小 集 団 活 動 、 適

応 指 導 教室を 活 用 す る な ど 、 学 校 や 関係機関 と連携し て登校支援を 進 め て い き

ま す 。  

○  子ど も の心の病気に つ い て は 、 学 校 か ら の情報が早期発見・早期支援に つ な

が る よ う 、YESnet 相談窓口か ら 関係機関 と の連携が スムーズに で き る よ う に

整理 し 、早期対 応 に 努 め ま す 。  

○ 適 応 指 導 教室で は 、不登校児童生徒数 の減少に 向 け て 、「 小 中不登校連携シー

ト 」 や 「欠席３ 日目シー ト 」 等 を 活 用 し な が ら 、不登 校 の未然防止・早期 対 応

を 学 校 に 働 き か け ま す 。 ま た 、通級し て い る児童 生徒 に 対 し て 、 学 校 復帰や 社

会 的 な 自 立 を 促 す た め に 、「 集 団 参 加 スキル」「 意思表 現 スキル」「 生 活 改 善 スキ

ル 」 な ど の 力 を獲得し 、 自 己肯定 感 が 育 め る よ う に支援計 画 に沿っ て 支援 し ま

す 。  

○ 今後の特別支援教育の推進については、国の動向を注視しつつ、四日市市特別支

援教育推進協議会等で引き続き検討していきます。 

 
ふれあいフレンド活 用 回 数ふれあいフレンド活 用 回 数ふれあいフレンド活 用 回 数ふれあいフレンド活 用 回 数     

17171717
26262626

0 00 00 00 0

163163163163
154154154154

168168168168
179179179179

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

H24 H25 H26 H27

通級生への

支援
家庭派遣

107


